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【はじめに】 我々は波長変換機能 [1]を有する半導
体ナノ粒子を表面に堆積することによりプロセス後

の太陽電池の特性向上を目指している。既にポリビ

ニルアルコール (PVA)を用いて、Mnを発光中心と
する ZnSe:Mn/ZnS core/shellナノ粒子を Si太陽電池
表面へ堆積し（層厚～20 µm）、波長変換機能による
特性向上を報告している [2]。今回我々は、以前のナ
ノ粒子と比較して発光効率の高いZnSe/ZnS:Mn/ZnS
core/shellナノ粒子をレイヤバイレイヤ (LBL)法 [3]
を用いて堆積し、特性を評価した。

【実験方法】 高抵抗 p-Si基板 (抵抗率 5-10Ω・cm)
へのイオン注入、金属電極の形成、ダイシングによっ

て簡易的な太陽電池を作成した。太陽電池へ水熱合

成法によって作成した ZnSe/ZnS:Mn/ZnS coreshell
ナノ粒子を 20層（層厚～200nm）及び 30層（層厚
～300nm）堆積した。量子効率の堆積前後での変化
を評価し、PVAによる堆積との比較を行った。

【実験結果】 各太陽電池の反射率と外部量子効率

(EQE)を Fig. 1(a)及び Fig. 1(b)に示す。前回同様
に、ナノ粒子堆積によって反射率の低減と EQEの
増加が確認された。

Fig. 1: (a)Reflectance and (b)EQE spectra of Si cells
without and with nanoparticles.

ナノ粒子をガラス上に堆積させた際の吸収スペク

トル及び、太陽電池の内部量子効率 (IQE)を Fig. 2
および Fig. 3に示す。LBL法による層厚は、PVA法
における層厚の 1/60 であるにもかかわらず、波長
変換の効果が期待される 300-400nmにおいて、同
等の IQE増加を確認した。今回の結果は、半導体ナ
ノ粒子の光学特性改善が、太陽電池の効率増加をも

たらすことを意味している。

Fig. 2: Absorption spectra of nanoparticles.

Fig. 3: Intarnal quantum efficiency of Si cell without
and with nanoparticles.
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